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波面・・・連続した同位相の点をつらねてできる線または面

真上からみると
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同位相の波（山と山、谷と谷）が重なると強め合う

逆位相の波（山と谷）が重なると弱め合う（打ち消す）



２つの波源が同位相の振動をし、波長λの波が生じるとき

波の干渉・・・２つの波が、“強めあう”、または、“弱めあう”現象
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強め合っているところ

弱め合っているところ

山と山、谷と谷が重
なっているところ

山と谷が重なってい
るところ
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強め合う条件、弱め合う条件
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経路差＝

P点は
「強め合う点」

波源A

波Ａ

波Ｂ

λ

��

��

山

山 山

山

波源B

�. ��

Q点は
「弱め合う点」波源B波源B

波Ａ

波Ｂ

��

��

山

山

山

谷

|�� − ��| = |1.5� − 3λ|

= 1.5λ

経路差＝



|�� − ��| =整数倍×波⻑

一般に、

を満たす点は強め合い、振幅2倍で大きく振動する

�� − �� =整数倍×波⻑＋半波⻑

を満たす点は弱め合い、全く振動しない
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A,Bからの距離の差がλである曲線を描く

�� − �� = λ
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を満たし、どの場
所でも強め合う
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干渉縞

気づきのための物理シミュレーション
波の干渉
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AB間の波の様子
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�� − �� /半波⻑ =偶数

強め合う条件

半波⻑の奇数倍

弱め合う条件
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半波⻑の偶数倍

�� − �� /半波⻑ =奇数

波⻑の整数倍

波⻑の半整数倍


